１　【小布施町立小布施中学校　清水あかね　先生　の問題】
	教科
	学年
	単元（小単元）・領域

	数学
	１年
	領域：数と式

単元：正の数・負の数

小単元：正の数・負の数の加法，減法

	問題についてのコメント（作成した思いや実際に使ってみて思ったことなど）
正の数と負の数の減法を加法の計算とみることができることを理解しているかどうかをみることをねらい、２つのパターンの問題を作りました。選択肢から生徒の思考を理解しようと意図しています。


（１）　－８－５は２つの項の和とみることができます。
　　－８－５の２つの項として正しいものを、下のアからエまでの中から1つ選びなさい。
　　　　　　　ア　　８，　５　　　　　　イ　－８，　５　　　　
ウ　　８，－５　　　　　　エ　－８，－５
（２）　－５－２はどのように計算しますか。

　　　　下のアからエまでの中から正しいものを1つ選びなさい。
　　　　　　　ア　－（５－２）　　　　　イ　＋（５＋２）　　
ウ　－（５＋２）　　　　　エ　＋（５－２）
　　正答　（１）　エ　　　　（２）　ウ
　　
　　解答類型と誤答から推測される生徒の思考

（１）

	解答類型
	類型番号

	エ　を選択しているもの。(項を正しく理解している。)
	１◎

	ア　を選択しているもの。(項を“式の中の数の部分”と理解していると推測できる。)
	２

	イ　を選択しているもの。
(－５を一つのまとまりとして減法を加法でみることができないと推測できる。また、「符号を変えた数をたせばよい」という機械的な暗記になっている可能性がある。)
	３

	ウ　を選択しているもの。(－８の－を８－５にかかると考えていると推測できる。)
	４

	その他の解答
	５

	無解答
	６


（２）

	解答類型
	類型番号

	ウ　を選択しているもの。(減法を加法の計算とみることができることを理解している。)
	１◎

	ア　を選択しているもの。(項を正しくみることができていないと推測できる。)
	２

	イ　を選択しているもの。
(乗除の考え方と混乱し、－と－で＋と考え、残りの数の部分をたしたと推測できる。)
	３

	エ　を選択しているもの。
(乗除の考え方と混乱し、－と－で＋と考え、“引き算だから答えの絶対値が小さくなる”
という感覚を持っていると推測できる。)
	４

	その他の解答
	５

	無解答
	６








